
 8 月 21 日（金）、本学新任教職員を対象に、第 16 回教育力アップ

セミナーを開催しました。 

 本セミナーは 2010 年度より実施しており、着任早々の教職員を対

象として、大学が置かれた状況や本学の特長の理解を促し、あわせ

て組織的な教育力を高めることをねらいとしています。今年度は、教

員 7 名、職員 9 名の合計 16 名が参加し、教員・職員の垣根を越え

て活発に議論し親睦を深めました。 

 今回のセミナーは、谷口直隆学習支援センター次長の進行で、①

アクティブ・ラーニングの手法について体験・理解する ②本学の現

状と課題、そして改善策についてデータに基づいて考える ③教職

員の相互理解を深め、今後の課題改善に向けた協力関係をつくる、

以上 3 つを目的として行われました。所属の異なる教職員が 4 つの

グループに分かれ、アイスブレイクを兼ねた自己紹介の後、協同し

てグループワークに取り組みました。 

 導入のセッションでは、中央教育審議会の答申等を確認しながら、

高等教育においてアクティブ・ラーニングがどのように導入・活用さ

れてきたのかについて学びました。また、活用目的とその方法、実

装への課題や導入時の注意事項についても理解を深めました。さら

に、IR（Institutional Research）の視点から、内部質保証やエンロー

ルメント・マネジメントを実現するためには、各部局が保有するデー

タを活用し、どのようなことができるかをペアとグループで検討・発表

し、多面的・多角的に議論することの重要性を実感しました。 

 実践のセッションでは、「どうすれば入学定員充足を維持できる

か？」をテーマにジグソー法を体験し、各グループで解決策を検討し、

発表を行いました。ジグソー法は、グループのメンバーそれぞれが

異なる担当パートに割り振られ、複数グループの同じ担当パートだ

けが集まり学習し、担当分野の専門家（エキスパート）となった後、

自グループに戻り習得したことを教え合うというアクティブ・ラーニン

グの手法の一つです。これにより、グループの全員が異なる知識を

持ち寄って一つの課題を解決するという学習を体験するとともに、本

学を含めた大学を取り巻く環境と現状、今後の動向について理解を

深めることができました。 

 参加者からは、「大学の発展に必要なことを考えるきっかけになっ

た。」「自分がアクティブ・ラーニングを体験することで、受ける側の視

点を持つことができた。」「資料の読み解きやアイデア出しに苦労し

た。」「教職員交流の貴重な機会。初任者だけでなく経験年数に応じ

た研修があると良い。」などの声が寄せられました。 
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